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別記様式（第３条関係）  

会  議  録（１）〈要約〉  

会議の名称  桶川市まち・ひと・しごと創生有識者会議（第１回）  

開催日時  
平成２９年６月３０日（金）  

（開会）午後２時００分・（閉会）午後４時００分  

開催場所  市役所分庁舎  会議室１  

主宰者の氏名   

議長の氏名   

出席者氏名  

（委員）  

相馬委員、仲又委員、吉田委員、永島委員、島村委員、  

久保田委員、荒井委員、西﨑委員、小林委員、町田委員、  

大塚委員、勇委員  

欠席者氏名  

（委員）  
糸井委員、藤野委員  

説明員氏名   

事務局職員  

職名及び氏名  
企画財政部  安田部長  

企画調整課  向井課長、柿沼主幹、篠原主任、栗原主事  

会  

 

議  

 

事  

 

項  

議  題   

【報告事項】  

（１）総合戦略及び平成２８年度の取り組みについて  

【議題】  

（１）成果指標の達成状況  

（２）平成２９年度の取り組みについて  

決定事項等   

■桶川市まち・ひと・しごと創生総合戦略の進捗について御意見を

いただきました。  

■平成２９年度の取り組みについて御意見をいただきました。  

配布資料  

配付資料：資料 1 - 1～資料３、補足資料１～５  
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会  議  録（２）  

議  事  の  経  過  

発言者  発  言  内  容  

報告事項  総合戦略及び平成２８年度の取り組みについて  

事 務 局  
 資料１ -１、資料１ -２、補足資料１、補足資料４に基づき、桶川市ま

ち・ひと・しごと創生総合戦略の概要と経過、平成２８年度実施事業の

説明。  

委 員   意見・質問等なし。  

議題（１）  成果指標の達成状況について  

事 務 局  
資料２、補足資料２に基づき、桶川市まち・ひと・しごと創生総合戦

略の成果指標達成状況を説明。  

委 員  

駅利用者及び駅自由通路往来者数について日中の駅利用者数を増やす

ことを目標とした理由は何ですか。また転入者について、ベニバナウォ

ークで働く人の転入数は分かりますか。  

事 務 局  

日中の中心市街地の活性化状況を図るための指標として設定していま

す。ベニバナウォークの従業員が市内在住か市外在住か、市外から転入

してきたかについては把握しておりません。  

委 員  

べに花ふるさと館来場者数の目標を達成するためにソフト面ではどの

ように考えていますか。また、人口の増加に対し世帯数の増加が大きく

なっていますが、どのような要因が考えられますか。  

事 務 局  

地域のイベントや、名物でもあるうどんを活かすとともに、新しい取

り組みについても考えていきます。世帯数の増加については核家族化の

進行が大きな要因となっていると考えられます。  

委 員  
駅利用者のみでなく、マインの駐車場利用台数も調べてみてはどうで

しょうか。  

事 務 局  
事業者は利用台数を把握していると思います、企業情報なので開示し

てもらえるかは、わかりませんが確認してみます。  

委 員  

参考資料のグラフにおいて住民基本台帳人口は１月１日現在の数値だ

が建築確認件数は年度ごとの数値となっているので比較しにくいのでは

ないでしょうか。  

事 務 局  

建築確認件数の推移については年度別で集計しているので、１月１日

現在の数値とは合いませんが、人口が増えていることから住宅の着工件

数も増加していると考え、参考として掲載しています。  

委 員  

平成２８年に転入者数が増えていますが、転入元の内訳は分かります

か。どこから転入者が来ているか把握することで、より効果的な取り組

みができるのではないでしょうか。  

事 務 局  

桶川市人口ビジョン策定時の調査では、上尾、北本、鴻巣等の近隣か

らの転入が多い結果となっています。現在の状況については整理して報

告します。  

※別添資料「従前の居住地別転入者数」のとおりとなっております。  

議題（２）  平成２９年の取り組みについて  

事 務 局   資料３に基づき、平成２９年の取り組みについて説明。  

委 員  

 公立保育所主食提供事業について、私立保育所との格差が拡大し、子

育て環境への不満につながるのではないでしょうか。私立保育所利用者

への補助拡充等は考えられていますか。  

事 務 局  

 事務の詳細な内容は把握していませんので、担当課に確認して連絡す

るようにします。  

※主食提供は無償ではなく相当額を徴収いたします。 (担当課確認済み )  
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その他  

委 員  

圏央道の整備が進み、インターチェンジも２つ開設しています。今後の

土地利用として、市街化調整区域の建築要件等の緩和や、市街化区域の

拡大を検討してはどうでしょうか。  

事 務 局  

新築住宅が増えている一方で、今後の人口減少に伴い空き家が増えて

いく事が予想されます。今後人口が減少していく中で、バランスを見な

がら市街化区域について考える必要があると感じています。  

委 員  

住宅や共同住宅が増えることで、駐車場が減ってきています。共同住

宅等の駐車場を確保するためにも、市街化区域の拡大は効果があると思

います。  

事 務 局  

共同住宅の戸数に対し、確保する駐車台数の指導は行っていますが、２

台所有している方もいますし、月極駐車場も減ってきているのが現状だ

と思います。また、今後の人口減少に伴い、世帯あたりの自動車の保有

台数も変化していくと思われます。そういった事も踏まえ、今後の市街

化区域の面積について考えていく必要があると考えております。  

 

 


